
 

 

 

いまも発展途上 

日本のワイナリー 
 

 

 
 

 

    

               日本ワイナリー協会顧問 

              ㈱ベイシス 石井 もと子 

 

 



「この10年は過去40年で最も急激に変化した10年」 

 
       ジャンシス・ロビンソン 2016.3.7 

 

 20世紀後半：ニューワールドが伝統国の仲間入り 

 70年代後半-80年代後半：カリフォルニアの躍進 

 

   日本の今はカリフォルニアの80年代後半 

ワイナリー数の増大、ワイン専用品種 変化のただ中 



日本のワイン産地 

 

 北海道から九州まで 
 ワイナリーのない県は数少ない 
   
 

産地：複数のワイナリー ワイン専用種の畑 
    北海道 長野 山梨 山形  

 
 

 

   



北海道 
 

開拓者精神を引き継ぐワイナリー&栽培農家 

 

産地：余市/仁木町 

   空知（三笠、岩見沢） 

 専用種の栽培面積：400ha+ 

 
     
 



余市 新規就農からワイナリー創業へ  

    北海道のフルーツ王国☞道内外へのブドウ供給地 

  
ブドウ畑 約120ha   

   白：ケルナー ミュラー・トゥルガウ 

   赤：ツバイゲルトレーベ  ピノ・ノワール 

         



1875 リンゴ、スモモなどとともにブドウの苗木植樹 

18981-2 農家７軒がワイン専用種の栽培に着手        

80年代半ば- 道内ワイナリーとの契約栽培広がる 

2010年代 新規ワイナリーの誕生 

特徴 大規模経営（5ha〜） 後継者と新規就農者 

    

 

 

北海道
ワイン 

ココファーム 
栃木 

千歳ワイ
ナリー 

天橋立 
京都府 

サッポロワ
イン山梨 
岡山 



余市 7ワイナリー + 仁木 2ワイナリー 

 
ドメーヌ（栽培醸造一体）型；ドメーヌ・タカヒコ  

  登醸造 ドメーヌ・アツシ・スズキ平川ファーム 

   ビジター重視型（併設施設充実）： 余市ワイン 
    OCHIGABI NIKIヒルズ ベリー・ベリー・ファーム 

北海道ワイン：契約農家数最大  

                 
  

 



空知 個性派ワイナリーとブランドの牙城  

 1970s 北海道ワインが鶴沼に畑開発 
     日本最大のブドウ畑 
 
 2002 山崎ワイナリー創業 
    初ヴィンテージから注目 
 
 2012 １０Ｒワイナリー創業 
  日本初カスタムクラッシュワイナリー 
    
 

 

       

 

 



   ドメーヌ&委託醸造 

ナカザワ・ヴィンヤード 

KONDOヴィンヤード 

宝水ワイナリー  

滝沢ワイナリー 

   ☝ 

  空知 ワイン振興室 

   【空知総合振興局】 



 

長 野 谷と山が育む個性 

 

 緯度＆標高（300-900ｍ） 
 栽培品種、個性の多様化 
 休耕/荒廃農地の再開発 
   桑畑・リンゴ畑 

      ➡ブドウ畑 
 農地を集約し 
   大規模ブドウ畑へ 
 
ワイン専用種栽培面積                   

   約181ha 
    
   

 



塩 尻  

ワイン専用種の先駆地 
1９７０年代 メルロの栽培本格化 

               ２０１０年～ 自社畑の拡大➡契約農家の減少 

             2010以降       

アルプス  ２５ha+奈良井川対岸20ha取得、目標100ha 

 井  筒  10ha+岩垂今井地区４ha+2ha(2015開発） 

 林農園  標高８００m超の柿沢に５ha 

 サン・サン・ヴィンヤード 柿沢に２ha 

 メルシャン  片岡に7ha(2017より） 

 



千曲川流域  

プレミアムワイナリー/ヴィンヤードが点在 

ヴィラ・デスト  

 +アルカン・ヴィーニユ （栽培醸造家の育成） 

リュー・ド・ヴァン  

ファンキー・シャトー  

マンズ小諸ワイナリー 

マリコヴィンヤード  



高山村  

ブドウ産地からワイン産地へ 

 ブドウ畑標高 400-800ｍ強   
      年間雨量：850ｍｍ   

       西に緩やかに傾く扇状地 

 

2006 角藤農園開園 8.5he 

   高山村ワインぶどう研究会発足 会員 30名➡80名強 

2015 総ブドウ畑面積：26.6ha＋8ha  ➡村外、県外のワイナリーへ     

   ワイン専門職員雇用 栽培農家の指導、ワイナリー創立支援 

   カンティーナ・リエゾー 創業 



九州 シャルドネのトライアングル 
  

 安心院葡萄酒工房 

  自社畑の拡大、新たな品種に期待 

 熊本ワイン  五郎丸特需 

   菊鹿町で契約栽培 

   第2ワイナリー建設予定 

 都農ワイン 

   キャンベルアーリーと2枚看板 

トロピカルな存在感 



単独で光を放つワイナリー 

胎内高原ワイナリー 

フェルミエ☞ 

   新潟ワインコースト 

セイズ・ファーム 

ココ・フファーム 

奥出雲葡萄園 

中伊豆ワイナリー 

 

 

 

 



新設ワイナリー ラッシュ 

2010-2015   約40社 創立 
 
日本のワイナリーに行こう  

  掲載ワイナリー数： 
  初版 2005       82社 
  2015年版（2014刊）   185社 
      2017年版                 ？ 

 
 

 



  ジャンシス：自然回帰 品種から地理的表示へ   

 

日本ワインはこの20年で確実に質を上げた。 

だが、まだまだ、すべきことがある。 

まだ発展途上にある。 
 

 



 

 

 変化を見守りながら 
  日本ワインを楽しみましょう。 
 
 ご清聴ありがとうございました。 
 

       

 

 

 

 

 


